
第 20回アジア競技大会及び第５回アジアパラ競技大会を 

契機とした更なる地域活性化に向けた緊急提言 

 

愛知・名古屋で開催される第 20回アジア競技大会及び第５回アジアパ

ラ競技大会（以下、「愛知・名古屋大会」）までいよいよ７ヶ月となった。 

この間、開催都市である愛知県、名古屋市及び公益財団法人愛知・名古

屋アジア・アジアパラ競技大会組織委員会が中心となり、大会の開催に向

けた準備を着実に進めてきたところである。 

また、全国知事会においても昨年９月に推進本部を立ち上げ、国内外に

向けた各地の魅力発信や参加国との国際交流による地域活性化に向けた

取組をオールジャパンで進めていく。 

拡大するアジアとの交流を一層深め、交流人口の拡大や国際競争力の

向上に寄与する愛知・名古屋大会を、一過性のイベントとして成功させる

だけでなく、愛知・名古屋はもとより、中部圏、さらには日本全体の成長・

発展に着実に結び付けていくため、国において格別の措置を講じていた

だくよう、下記のとおり提言する。 

記 

１．愛知・名古屋大会の更なる機運醸成に向けて、国として、大会の実施

競技や大会関連イベント等について、時機を逸することない積極的な

情報発信を実施すること。 

 

２．フルスタジアムの実現を目指し、アスリートに大歓声の会場で最高の

パフォーマンスを発揮していただくため、チケット販売情報の発信等

を実施するなど、チケットの販売促進を後押しすること。 

 

令和８年２月 18日 
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